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令和３年度令和３年度 予算決まる!予算決まる!
一般会計予算� 40億 577万円
修正額� △122万円
修正後� 40億 455万円
特別会計予算� 17億 7,555万円
公営企業会計予算� 9億 1,514万円

　
令
和
3
年
3
月
定
例
会
は
、
3
月
4
日
か
ら
23
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
報
告
1
件
、
議
案
33
件
、

発
議
3
件
、
選
挙
1
件
、
意
見
書
1
件
、
同
意
2
件
、
そ
の
他
2
件
を
審
査
し
、
審
査
の
結
果
は
、
可
決
35
件
、

修
正
可
決
1
件
、
否
決
1
件
、
同
意
2
件
、
決
定
3
件
で
あ
っ
た
。
一
般
質
問
は
、
3
月
4
・
5
日
に
5
人
が
行

っ
た
。

令和３年度各会計当初予算 （単位：千円）

会　計　名 令和３年度 令和２年度 前年度
増減率

一般 一般会計 4,005,770 4,081,000 △1.8%

修正後一般会計 4,004,550 4,060,579 △1.4%

特
別
会
計

国民健康保険事業 810,144 932,372 △13.1%

後期高齢者医療事業 83,058 80,562 3.1%

介護保険事業 880,955 871,918 1.0%

墓地公園事業 1,391 6,854 △79.7%

住宅新築資金等貸付事業 0 112,788 △100.0%

土地取得造成事業 0 4,899 △100.0%

公
営
企
業
会
計

下水道事業 661,284 664,464 △0.5%

（収益的収支） 327,337 340,262 △3.8%

（資本的収支） 333,947 324,202 3.0%

水道事業会計 253,853 259,497 △2.2%

（収益的収支） 182,929 188,931 △3.2%

（資本的収支） 70,924 70,566 0.5%

特別会計・公営企業会計予算合計 2,690,685 2,933,354 △8.3%

総予算合計 6,696,455 7,014,354 △4.5%

修正後総予算合計 6,695,235 6,993,933 △4.3%
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新年度の主要事業

新型コロナウイルスワクチン接種事業

新型コロナウイルス感染症の予防接種を行う。
16歳以上の住民を対象に実施。1人につき、2
回筋肉内に注射、接種は当面集団接種で、保健
福祉センターを会場に、　65歳以上の高齢者か
ら実施予定。

ワクチン用ディープフリーザー（超低温冷凍庫）

甲良町新しい生活・産業様式確立支援交付金

町内中小企業等が、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、事業所内の感染リスクを下げ、
安心して事業が継続できる環境を整えるため
の物品の購入および設備投資の交付金。

交付金の概要

水道料金の基本料金減免

新型コロナウイルス感染防止のため、外出自粛
等に伴う生活支援および経済的負担の軽減から、
4月から7月の利用分の基本料金減免を行う。

ＩＣＴ支援員派遣業務委託

学校ＩＣＴ化を支援するため、ＩＣＴ環境の設
計や使用マニュアルの作成のほか、オンライン
による学習実施の支援を行う。

配布されるマルチモードパソコン

施設修繕工事

小・中学校体育館のＬＥＤ化改修工事
中学校駐輪場コンクリートブロック改修工事、
東西保育センターフェンス修繕工事

ＬＥＤ化工事予定の西小学校夢空間

甲良町児童クラブ運営業務委託

令和3年4月1日から3年間、業務運営をシダ
ックス大新東ヒューマンサービス株式会社に
委託する。管理運営に関しては、条例、規則、
教育基本方針に沿った運営を行う。

学童保育の様子
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令和3年3月　定例会 3月4日～ 3月23日

全　　員　　賛　　成

報告第1号 専決処分の報告について

議案第4号 甲良町条例の用字用語等の整理に関する条例

議案第7号
甲良町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

議案第8号
甲良町指定居宅介護支援等の事業の人員および運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例

議案第9号
甲良町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運営ならびに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

議案第10号
甲良町指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第11号 甲良町国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第12号 甲良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第13号
地方自治法第96条第2項の規定による議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正
する条例

議案第14号 甲良町総合計画策定条例の一部を改正する条例

議案第15号 甲良町小集会所設置および管理に関する条例を廃止する条例

議案第16号 権利の放棄および和解につき、議決を求めることについて

議案第17号 権利の放棄および和解につき、議決を求めることについて

議案第18号 訴えの提起につき、議決を求めることについて

議案第19号 訴えの提起につき、議決を求めることについて

議案第20号 訴えの提起につき、議決を求めることについて

議案第22号 令和2年度 甲良町一般会計補正予算（第10号）

議案第23号 令和2年度 甲良町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

議案第24号 令和2年度 甲良町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）

議案第25号 令和2年度 甲良町介護保険事業特別会計補正予算（第4号）

議案第26号 令和2年度 甲良町墓地公園事業特別会計補正予算（第1号）

議案第27号 令和2年度 甲良町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第2号）

審 議 結 果
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議案第28号 令和2年度 甲良町下水道事業会計補正予算（第1号）

議案第29号 令和2年度 甲良町水道事業会計補正予算（第2号）

議案第30号 令和3年度 甲良町一般会計予算

議案第34号 令和3年度 甲良町墓地公園事業特別会計予算

議案第35号 令和3年度 甲良町下水道事業会計予算

議案第36号 令和3年度 甲良町水道事業会計予算

同意第1号
甲良町固定資産評価審査委員会委員の選任につき、同意を求めることについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二階堂　正雄氏（下之郷）

同意第2号
甲良町公平委員会委員の選任につき、同意を求めることについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯浅　浩明氏（東近江市）

意見書第1号 核兵器禁止条約に参加を求める意見書（案）

発議第3号 甲良町議会委員会条例の一部を改正する条例（案）

選　挙

甲良町選挙管理委員および同補充員の選挙について
　選挙管理委員
　　橋本猛氏（長寺）・西堀與一氏（下之郷）・髙橋謙一氏（尼子）田中順子氏（尼子）
　同補充員
　　片岡清氏（金屋）・小林日登美氏（池寺）、山﨑秀樹氏（長寺）、山本義美氏（呉竹）

賛否がわかれたもの

議　　　員　　　名 議長

結果
小
森
岡
田
山
田
充
野
瀬
阪
東
宮
嵜
丸
山
木
村
建
部
西
澤
山
田
裕

議案第5号 甲良町職員定数条例の一部を改正する条例 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

議案第6号 甲良町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － 可決

議案第21号 訴えの提起につき、議決を求めることにつ
いて

× × － 退席 × 退席 × × × × 除斥 否決

議案第31号 令和3年度 甲良町国民健康保険特別会計
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － 可決

議案第32号 令和3年度 甲良町後期高齢者医療事業特
別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － 可決

議案第33号 令和3年度 甲良町介護保険事業特別会計
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － 可決

発議第4号 議案第30号 令和3年度甲良町一般会計予
算に対する修正（案）

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

発議第5号 令和3年度 甲良町一般会計予算の執行に
関する付帯決議について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

【賛成は〇、反対は×、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
審
査
報
告

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
2
年
度
甲
良
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）・
令
和
3
年
度
一

般
会
計
予
算
お
よ
び
特
別
会
計
等
予
算
7
件
を
審
査
し
、
可
決
7
件
、
否
決
1
件
で
あ
り
審
査
経
過

【
要
約
】
は
次
の
と
お
り
。

3月8・9日

一

般

会

計

２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

Q  

自
費
で
受
け
ら
れ
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
の
情
報

が
町
民
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
、
広
報
が
で
き
て
い
な
い

と
思
う
が
見
解
は
。

A  

町
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に

自
費
検
査
の
内
容
が
わ
か
る

厚
生
労
働
省
へ
リ
ン
ク
で
き

る
掲
載
を
行
っ
た
。

Q  

東
小
学
校
の
修
繕
料
の

減
額
に
つ
い
て
、
他
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
あ
る
可
能
性
は
あ

る
か
。

A  

現
在
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

工
事
を
行
い
、
工
事
部
分
に

ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
他
に
も
確
認

さ
れ
た
が
、体
に
害
は
な
い
。

３
年
度
一
般
会
計

【
歳
入
の
部
】

Q  

基
金
に
つ
い
て
全
会
計

合
わ
せ
て
8
億
を
超
え
る
取

り
崩
し
に
な
る
。
財
政
の
危

機
的
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

A  

収
入
財
源
は
ど
こ
の
市

町
も
減
少
し
て
い
る
状
況
だ

が
、
特
に
本
町
は
影
響
が
大

き
い
。
コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち

着
い
た
ら
、
県
の
指
導
を
得

て
財
政
健
全
化
の
プ
ラ
ン
の

再
着
手
と
、
行
政
改
革
に
取

り
組
む
。

Q  

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

の
総
合
戦
略
は
活
か
さ
れ
て

い
る
か
。

A  

Ｋ
Ｐ
Ｉ
手
法
を
取
り
入

れ
て
い
る
が
、
事
務
に
追
わ

れ
指
標
追
求
を
し
て
き
た
。

今
後
は
町
民
に
向
け
た
一
層

の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

【
歳
出
の
部
】

Q  
呉
竹
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

工
事
2
4
9
万
9
千
円
に

つ
い
て
、
設
置
箇
所
と
台
数
、

な
ぜ
設
置
す
る
の
か
。

A  

1
階
6
箇
所
、
2
階
4

箇
所
、
屋
外
が
4
箇
所
。
被

害
届
は
出
し
て
い
る
が
、
不

法
侵
入
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

マ
ス
タ
ー
キ
ー
の
返
却
が
な

い
こ
と
か
ら
、
防
犯
の
た
め

に
設
置
す
る
。

Q  

長
寺
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
も
設
置
す
る
の
か
。

A  

予
算
計
上
し
て
い
な
い

が
、
入
口
や
裏
口
に
は
今
後

必
要
と
考
え
て
い
る
。

Q  

甲
良
町
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
業
務
委
託
3
2
8
2
万

7
千
円
の
入
札
は
1
社
だ
け

だ
っ
た
の
か
、
実
績
や
評
判

は
ど
う
か
。

A  

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

1
社
の
み
。
全
国
で
運
営
さ

れ
て
い
る
業
者
で
あ
り
、
実

績
に
つ
い
て
は
十
分
で
あ
る
。

Q  
せ
せ
ら
ぎ
の
里
管
理
費

の
不
動
産
鑑
定
委
託
40
万
5

千
円
は
。

A  

現
在
の
道
の
駅
に
隣
接

し
た
農
地
2
6
0
0
㎡
の

用
地
を
取
得
し
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
な
ど
災
害
救
助
活
動
の
拠

点
と
な
る
「
防
災
道
の
駅
」

と
し
て
整
備
す
る
た
め
の
不

動
産
鑑
定
委
託
。

Q  

除
草
工
事
6
5
0
万

円
に
つ
い
て
、
1
3
0
万

円
の
5
件
で
コ
ロ
ナ
対
策
事

業
だ
が
、
昨
年
と
比
較
し
て

少
な
い
の
で
は
。

A  

農
地
費
分
と
し
て
は
昨

年
並
み
。
土
木
費
で
は
計
上

し
て
な
い
た
め
、
区
長
会
で

要
望
等
が
あ
れ
ば
補
正
対
応

し
て
い
く
。

特
別
会
計

◎
国
民
健
康
保
険
会
計

Q  

県
統
一
化
の
問
題
点
と

課
題
点
は
。

A  

本
町
は
県
内
で
は
保
険

料
率
が
低
い
ほ
う
で
あ
る
た

め
、
保
険
料
率
が
上
が
る
見

込
み
。
課
題
と
し
て
は
、
負

担
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

Q  

高
額
療
養
費
の
減
の
原

因
は
。

A  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
全
体
的
に
医
療
費

総
額
が
減
っ
て
い
る
こ
と

と
、
前
年
決
算
額
等
を
加
味

し
精
査
し
た
結
果
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

Q  

高
齢
者
健
康
づ
く
り
事

業
委
託
は
、
一
般
会
計
か
ら

支
出
を
行
っ
て
も
高
齢
者
広

域
連
合
か
ら
補
助
が
出
る
仕

組
み
か
。

A  

こ
の
事
業
は
滋
賀
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
認
め
ら
れ
た
事
業
で
、
全

額
補
助
さ
れ
る
。

◎
介
護
保
険
会
計

Q  

課
題
と
方
向
性
は
。

A  

徴
収
の
問
題
は
、連
絡
、

督
足
、
催
告
、
訪
問
な
ど
に

よ
り
収
納
率
を
あ
げ
て
い
き

た
い
。
課
題
は
、
人
口
減
少

と
高
齢
化
に
よ
り
利
用
者
が

増
え
、
独
居
世
帯
、
高
齢
世

帯
の
増
加
に
よ
り
、
家
族
介

護
力
が
低
下
し
、
在
宅
介
護

が
増
え
る
。
重
症
化
予
防
と

し
て
、
早
期
の
介
護
予
防
策

を
重
点
的
に
や
っ
て
い
き
た

い
。
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総
務
民
生
常
任
委

員
会
審
査
報
告

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
甲
良
町
介

護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
審
査
し
、可
決
さ
れ
た
。
審
査
経
過【
要

約
】
は
次
の
と
お
り
。

3月11日

◎
墓
地
公
園
会
計

Q  
管
理
料
は
見
直
し
た
か
。

A  

令
和
2
年
度
よ
り
1
，

2
0
0
円
か
ら
2
，4
0
0

円
に
改
定
し
10
年
分
前
納
。

企
業
会
計

◎
下
水
道
会
計

Q  

管
や
ポ
ン
プ
の
経
年
劣

化
が
想
定
さ
れ
る
が
、
財
政

補
て
ん
に
つ
い
て
は
、
国
や

積
み
立
て
で
対
応
で
き
る
か
。

A  

管
に
つ
い
て
は
、
国
の

補
助
金
が
あ
り
、
補
助
率
は

1
／
2
。

◎
水
道
会
計

Q  

盗
水
疑
惑
に
対
す
る
対

策
は
。

A  

令
和
2
年
度
か
ら
水
道

メ
ー
タ
ー
の
交
換
時
に
、
外

部
に
検
査
を
依
頼
し
て
い
る
。

Q  

健
康
老
人
を
つ
く
る
事

業
や
、
認
知
症
対
策
に
お
い

て
、
町
と
し
て
の
人
員
配
置

の
強
化
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

A  

で
き
る
限
り
職
員
充
足

に
努
力
し
て
き
た
が
、
採
用

し
よ
う
と
し
て
も
応
募
が
な

い
現
状
。
限
ら
れ
た
人
材
で

い
か
に
業
務
を
遂
行
す
る
か

を
考
え
、
人
員
配
置
に
つ
い

て
は
今
後
も
充
足
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

Q  

10
月
に
示
さ
れ
た
第
8

期
の
基
準
保
険
料
額
は
8
，

５
７
４
円
で
、
今
回
6
，９

０
０
円
に
な
っ
た
大
き
な
要

因
は
、
人
口
推
計
を
見
直
し

た
こ
と
と
、
基
金
の
2
，０

０
０
万
円
の
繰
入
、
健
康
な

方
を
増
や
す
こ
と
で
給
付
費

が
下
が
っ
て
い
く
と
い
う
見

込
み
の
3
点
か
。

A  

元
気
な
方
を
増
や
す
こ

と
は
目
指
し
て
い
る
が
、
な

か
な
か
結
果
が
出
な
い
。
今

現
在
の
対
象
者
を
重
症
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
、
今
の
状

態
で
ど
れ
だ
け
伸
び
て
い
く

か
を
予
測
し
つ
つ
、
予
防
に

力
を
入
れ
て
い
く
。
要
因
と

し
て
は
、
人
口
推
計
の
見
直

し
と
、
基
金
の
繰
入
に
よ
り

負
担
軽
減
に
至
っ
た
。

核兵器禁止条約に参加を求める意見書
　広島と長崎で核兵器が最初に使われてから、今年で 76 年になります。核兵器禁止条約は本年 1 月 22 日に発
効しました。人類は、初めて核兵器は「違法」とする国際法を手にしたのです。
　同条約は、2017（平成 29）年 7 月 7 日、国連で 122 か国の賛成、反対 1 の圧倒多数で採択されました。条
約に調印した国は 80 を超え、現在 52 か国が批准しており（本年 1 月時点）、約 20 か国が批准する意向を示し、
年内にも 70 か国に近づくと言われています。
　これは、広島・長崎をはじめ世界中のヒバクシャの苦しみ悲しみをくぐり抜けての長年にわたるたゆまぬ努力
と世界平和への願いに応えた多数の政府、市民社会が共同して実現した画期的到達点です。同条約の成立に尽力
されてきた被爆者のサーロ節子さんは「核兵器の終わりが始まった」と感慨深く語られたことでもその一端が表
れています。
　さらに、本条約が採択されてから、3 年半の間に、核兵器製造企業に資金を貸さないと表明する金融機関が増
えるなど、世界では変化が見え始めています。これらの流れは世界の人々が協力し合えば核兵器のない平和で公
正な世界は可能であることを示しています。
　一方、核兵器保有国は、一貫して反対しており、直接この条約によって、拘束されるわけではありません。し
かし、核兵器は通常兵器と異なり特別な大量殺りく残虐兵器で人間の尊厳を根底から奪うものです。この認識が
世界中の圧倒多数の世論となれば、保有国の行動が制約を受けることは確実です。なぜなら、本条約は核兵器等
の開発・実験・製造・保有・貯蔵のみならず、移譲・使用の威嚇・開発や実験の援助・勧誘なども全面的に禁止
しているからです。
　日本は唯一の戦争被爆国であり、世界の中でいちばん核兵器の非人道性・残虐性を、身を持って体験してきた
国です。だからこそ、日本がこの条約に参加すれば、素晴らしい劇的な「核兵器廃絶」への流れが加速すると世
界から注目されているのです。いつまでも核の脅しによる外交・安全保障に固執し、「核兵器の終わりの始まり」
に背を向けることは許されません。
　よって、以下の事項を強く求めます。

記
１、核兵器禁止条約に署名・批准すること。
２、条約に参加するまでの間は締約国会議にオブザーバーとして参加すること。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
　　令和 3 年 3 月 23 日
　　内閣総理大臣、外務大臣、衆議院議長、参議院議長　　様
� 滋賀県甲良町議会議長　山田　裕康



こうら議会だより  第 91 号

− 8 −

町政のここが知りたい!
聞きたい! 一般質問

　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

●建部　孝夫 議員� ………………………………………………………………………… 9ページ
　◎町長の議会答弁を質す
　◎令和3年度一般会計予算および補正予算に計上されたい事業予算について問う
　・令和3年度一般会計予算（案）について問う

●阪東　佐智男 議員� …………………………………………………………………… 10ページ
　◎コロナ後の観光誘客について問う
　◎ギガスクールについて問う
　・甲良町庁舎の整備について問う
　・職員の事務ミス事象等改善について問う

●丸山　恵二 議員� ……………………………………………………………………… 11ページ
　◎地籍調査の状況について問う
　◎呉竹地域総合センターの今後について問う

●野瀬　欣廣 議員� ……………………………………………………………………… 12ページ
　◎新型コロナウイルス対策を万全に
　◎新型コロナ禍における教育行政について問う
　・町内の支援を十分に

●西澤　伸明 議員� ……………………………………………………………………… 13ページ
　　いのち・くらし守る施策最優先を
　◎ＰＣＲ検査の抜本的拡充を問う
　・国の第３次補正予算の地方創生特別交付金について問う
　・政府に対して明確なメッセージを　
　◎新ごみ処理施設整備事業について問う

◎印の質問を掲載しています。
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一般質問

建部　孝夫 議員

問 町長は、議会において「場当たり
　 的で、いい加減な答弁をした」真意を問う
答 �失言であり適切を欠いた表現を取消して
　 お詫びする

問
⑴
議
会
に
お
け
る
一
般

質
問
は
、
議
員
活
動
の
最
た

る
も
の
だ
。
議
員
は
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
般
質
問
に
、
町
長

は
、「
今
ま
で
場
当
た
り
的

で
、
い
い
加
減
な
答
弁
を
し

て
き
た
」と
の
発
言（
答
弁
）

を
し
た
が
、
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
。

　
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、

責
任
の
持
て
る
的
確
な
答
弁

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
と
、

そ
の
答
弁
は
真
実
で
誠
意
を

も
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
ど
う
か
。

　
⑵
同
じ
答
弁
の
中
で
、「
い

い
加
減
な
答
弁
を
し
て
き
た

が
、
私
と
し
て
は
様
々
な
個

人
施
策
を
い
っ
た
ん
止
め

て
、
個
人
給
付
施
策
は
当
面

や
ら
な
い
と
い
う
方
向
で
臨

む
」
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の

範
ち
ゅ
う
と
概
念
は
何
か
。

答 

⑴
大
変
申
し
訳
な
い
。

失
言
で
あ
り
、
適
切
な
表
現

で
な
か
っ
た
こ
と
を
取
り
消

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

今
後
は
誠
実
に
真
摯
に
答
え
、

町
政
運
営
に
対
し
て
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

 

⑵
野
瀬
町
政
の
間
は
個

人
施
策
を
行
わ
な
い
と
の
意

味
は
、
す
で
に
個
人
施
策
で

制
度
化
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
継
続
す
る
が
、
今
後
、

新
た
に
生
じ
る
場
合
と
い
う

こ
と
で
解
釈
さ
れ
た
い
。

問 �

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
い
事
業

予
算
を
問
う

答 �

住
居
表
示
は
時
間
を
い
た
だ
き
た
い

　

 

他
は
個
人
施
策
に
つ
き
実
施
で
き
な
い

答
⑴
も
う
、く
ど
く
ど
と
答

え
な
く
て
も
い
い
と
思
う
。

議
会
に
提
案
す
る
ま
で
に
、

行
政
手
続
き
や
担
当
課
の
実

務
が
伴
わ
な
い
と
前
進
し
な

い
の
で
、
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
、
そ
の
方
向
で
住
民
意

向
確
認
か
ら
進
め
る
。

　

⑵
一
般
財
源
を
伴
う
個
人

施
策
は
実
施
し
な
い
。
今
の

意
見
は
参
考
に
す
る
。

　

⑶
今
こ
の
事
業
は
予
算
化

し
て
い
な
い
し
、
予
定
も
な

い
。

問
⑴
住
居
表
示
に
「
大
字
」

の
表
記
を
削
除
す
る
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

先
ず
町
民
と
の
協
議（
合

意
）を
早
急
に
進
め
て
行
く

べ
き
だ
。
そ
し
て
、
条
例
制

定
か
ら
移
行
期
間
を
で
き
る

だ
け
長
く
持
ち
、
創
意
と
工

夫
で
経
費
の
分
散
と
節
減
を

図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
⑵
高
校（
満
18
歳
）ま
で
の

医
療
費
無
料
化
予
算
だ
が
、

年
間
4
0
0
万
円
程
度
の

予
算
と
の
こ
と
。
財
政
の
目

処
が
た
て
ば
補
正
予
算
で
対

応
さ
れ
た
い
が
。
ど
う
か
。

　
⑶
出
産
祝
い
金
及
び
子
育

て
応
援
金
の
増
額
を
は
か

り
、
出
産
奨
励
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
人
口
減
少

対
策
の
最
も
有
効
な
施
策

だ
が
。
ど
う
か
。
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一般質問

阪東　佐智男 議員

問  

多
賀
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
が
近
々
に
建
設
さ
れ
る

予
定
で
、
道
の
駅
せ
せ
ら
ぎ

の
里
こ
う
ら
も
国
道
３
０
７

号
の
通
過
点
で
、
こ
れ
か
ら

は
多
く
の
観
光
客
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
後

の
誘
客
で
各
自
治
体
は
既
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
、
企
画
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
本
町
も
、

観
光
誘
客
の
た
め
、
強
化
す

る
施
設
、
ま
た
は
企
画
を
進

め
る
う
え
で
必
要
な
人
材
に

つ
い
て
課
題
は
な
い
か
。

答  

道
の
駅
は
、
年
間
約
42

万
人
の
来
客
数
だ
が
、
そ
の

ま
ま
帰
ら
れ
る
た
め
町
内
施

設
へ
の
誘
客
が
少
な
い
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。
ウ
ェ
ル
ネ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
題
し
、
運

動
、
食
、
癒
や
し
、
交
流
を

テ
ー
マ
に
町
内
の
観
光
施
設

や
飲
食
店
と
連
携
し
た
体
験

型
の
誘
客
の
企
画
が
あ
る
。

人
材
の
課
題
と
し
て
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
デ
ジ
タ
ル
発
信
が
重

要
と
な
る
が
、
対
応
す
る
人

材
が
い
な
い
状
況
。
町
の
動

画
を
作
成
し
た
町
内
の
学
生

が
あ
り
、
そ
の
動
画
提
供
を

受
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
今
後
も
、

そ
の
よ
う
な
方
を
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

研
修
を
実
施
。
小
学
校
・
中

学
校
に
分
か
れ
て
の
研
修
も

行
っ
て
い
る
。

使
い
方
や
活

用
例
な
ど
が

ネ
ッ
ト
か
ら

動
画
が
見
ら

れ
る
た
め
参

考
に
し
て
い

る
。

　

専
門
的
な

知
識
を
持
っ

た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の

配
置
も
考
え

て
い
る
。
研

修
は
定
期
的

に
実
施
し
、

授
業
等
で
使
い
方
に
困
っ
た

と
き
は
相
談
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
つ
く
る
。

問  

子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
適
切
に
運
用
し
安
全
に

使
い
こ
な
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
の
情
報
活

用
能
力
を
活
か
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
を
導
入
す
る
上
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
ハ
ー
ド

機
能
を
使
い
こ
な
す
た
め
、

先
生
方
に
格
差
が
あ
る
と
思

う
が
、
そ
の
格
差
是
正
の
た

め
、
研
修
を
含
む
取
組
の
状

況
は
。

答  
4
月
か
ら
1
人
1
台
タ

ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
が
始
ま
り
、

そ
の
導
入
の
た
め
、
各
校
の

管
理
職
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
担
当

者
が
集
ま
り
、
実
際
に
導
入

問 �

５
世
代
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

先
生
方
の
専
門
的
な
知
識
は
大
丈

夫
か

答 �

専
門
知
識
を
持
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
も
考
え
て
い
る

問 コロナ後の誘客
　 について町の課題は
答 �道の駅のみならず町内観光施設と連携を

図り誘客に取り組む

せ
せ
ら
ぎ
の
里
こ
う
ら
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一般質問

丸山　恵二 議員

問 長寺西における
　 地籍調査の進捗状況は
答 全て完了していないのが現状である

問  

長
寺
西
に
お
け
る
地
籍

調
査
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

　

個
人
の
土
地
に
町
道
が

通
っ
て
い
た
り
、
改
良
住
宅

を
建
設
し
た
り
と
い
う
事
例

が
発
生
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
権
利
関
係
等
が
複

雑
に
な
る
前
に
、
こ
の
よ
う

な
事
例
を
早
急
に
解
決
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
行
政

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答  

長
寺
西

の
地
籍
調
査

に
つ
い
て
は
、

6
工
区
に
分

け
、
平
成
23

年
度
か
ら
着

手
し
、
4
工

区
ま
で
登
記

が
完
了
し
て

い
る
。
だ
が
、

5
工
区
の
南

部
宅
造
周
辺
、

墓
地
周
辺
は

平
成
28
年
7

月
か
ら
行
っ

た
が
、
問
題
箇
所
が
数
カ
所

残
っ
て
お
り
、
未
整
理
が
5

件
で
あ
る
。
6
工
区
の
九
條

野
地
区
は
平
成
29
年
か
ら
行

い
、
未
整
理
が
4
件
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
5
、
6
工
区
と
も

全
て
完
了
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
、
進
ん
で
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
が
、
指

摘
の
あ
っ
た
事
例
も
含
め
整

理
し
、
進
め
て
い
く
。

答  

不
適
切
な
こ
と
に
つ
い

て
は
事
務
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
呉
竹
セ

ン
タ
ー
の
職
員
は
住
民
に
対

し
て
不
適
切
な
発
言
は
し
て

い
な
い
。

問  

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、
住
民
交
流
の
拠
点
と
な

る
地
域
に
密
着
し
た
場
所
で

あ
る
が
、
呉
竹
地
域
総
合
セ

ン
タ
ー
は
本
来
果
た
す
べ
き

役
割
を
担
え
て
い
な
い
と
住

民
の
方
々
か
ら
声
が
上
が
っ

て
お
り
、
署
名
活
動
ま
で
行

わ
れ
て
い
る
。
私
の
も
と
に

も
運
営
改
善
を
求
め
る
手
紙

が
複
数
届
い
て
い
る
。

　
昼
間
も
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
閉

ま
っ
て
い
た
り
、
地
域
住
民

が
来
館
さ
れ
て
も
邪
険
に

扱
っ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域

住
民
に
寄
り
添
う
開
か
れ
た

場
所
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ

の
問
題
を
町
長
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

問 �

呉
竹
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
問
う

答 

署
名
活
動
は
町
民
の
声
と
思
わ
な
い　

ま
た
、
今
回
行
わ
れ
て
い

る
署
名
活
動
や
議
員
の
も
と

に
届
い
て
い
る
手
紙
に
つ
い

て
、
私
は
そ
れ
が
町
民
の
声

だ
と
は
思
わ
な
い
。

呉竹地域総合センター

問題箇所の道路（長寺地先）
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一般質問

野瀬　欣葊 議員

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

が
日
本
で
も
承
認
さ
れ
順
次

接
種
に
入
っ
て
い
る
。
国
、

県
と
も
に
手
探
り
状
態
で
進

め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
町

で
の
接
種
手
順
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。
町
内
に
は
接
種

会
場
へ
出
向
け
な
い
高
齢
者

も
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
お
け
る
送
迎
お
よ
び
高
齢

者
へ
の
周
知
徹
底
は
ど
の
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
か
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
当
日
都
合

が
悪
く
な
っ
た
人
が
何
人
か

出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
貴

重
な
ワ
ク
チ
ン
が
無
駄
に
な

ら
な
い
よ
う
な
施
策
は
考
え

て
い
る
か
。

答  

ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
量
に

も
よ
る
が
、
5
月
中
旬
ま
で

を
目
途
に
接
種
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
。

　

接
種
場
所
は
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
予
定
し
て
お
り
、

土
曜
日
、
日
曜
日
も
含
め
た

週
4
日
、
平
日
2
日
程
度
で

実
施
を
考
え
て
い
る
。

　

接
種
順
位
は
高
齢
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
方
、
後
期

高
齢
者
の
方
、
次
に
前
期
高

齢
者
の
方
と
い
う
よ
う
な
年

齢
の
区
切
り
を
も
っ
て
の
実

施
の
予
定
。
送
迎
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協

議
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
家

族
の
方
や
、
地
域
の
方
に
も

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
通
知
に
つ
い
て

は
、
個
別
の
通
知
。
防
災
無

線
、
広
報
で
周
知
す
る
。
フ

ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

1
回
解
凍
す
る
と
、
5
日
以

内
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
1
回
封
を
開

け
た
ら
10
日
以
内
に
使
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
1
回
針
を
刺
す
と
、
5
回

取
れ
る
が
、
6
時
間
以
内
に

使
用
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど

幾
つ
も
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

の
ル
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い
る
。

予
約
制
を
採
用
し
よ
う
と
思

う
が
、
予
備
的
な
方
に
つ
い

て
も
一
定
募
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

答  

授
業
は
、
4
月
か
ら
開

始
予
定
を
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

と
い
う
専
門
的
な
知
識
を
持

っ
た
方
に
支
援
し
て
も
ら
う

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　

プ
ー
ル
の
使
用
予
定
は
無

く
、
今
後
、
撤
去
す
る
方
向

で
い
る
。
そ
の
解
体
工
事
に

つ
い
て
は
、
実
施
す
る
場
合
、

お
お
よ
そ
1
，0
0
0
万
円

近
く
の
工
事
費
が
か
か
る
。

金
額
が
大
き
い
の
で
、
一
般

競
争
入
札
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
た
め
分
離
発
注
な

ど
も
検
討
し
な
が
ら
発
注
し

て
い
く
方
向
で
考
え
る
必
要

は
あ
る
。

問 新型コロナウイルス
　 対策を万全に
答 �素早く対応していきたい

問 �

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
教
育
行
政
の
確
認

答 �

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
1
名
配
置
予

定
で
検
討
中

問  

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
の
授
業
の
予
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
東
西
小
学
校
で
現
在
使
っ

て
い
な
い
プ
ー
ル
が
あ
る

が
、
使
用
す
る
予
定
は
あ
る

の
か
。

　
少
し
で
も
町
内
業
者
の
助

け
に
な
る
よ
う
に
、
不
要
と

な
っ
て
い
る
小
学
校
の
プ
ー

ル
の
解
体
整
備
を
町
内
業

者
に
発
注
で
き
な
い
か
。

新型コロナワクチン

東小学校プール 西小学校プール
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一般質問

西澤　伸明 議員

問 社会的PCR検査、
　 全額国庫負担を求めるべき
答 声を大に、初心に返った対策を訴える

問  「
感
染
防
止
の
切
り
札・

ワ
ク
チ
ン
接
種
」
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
国
民
の
大
多
数

が
接
種
を
終
え
、
集
団
免
疫

を
獲
得
す
る
に
は
、
相
当
な

時
間
を
要
す
る
と
い
う
の
が

専
門
家
の
意
見
だ
。
こ
の
間

の
大
事
な
こ
と
は
無
症
状
感

染
者
を
見
つ
け
出
す
た
め
、

国
、
県
の
戦
略
に
よ
り
、
社

会
的
、
面
的
な
集
中
検
査
の

た
め
の
体
制
整
備
、
と
り
わ

け
、
検
査
の
全
額
国
庫
負
担

を
実
現
さ
せ
る
よ
う
、
強
く

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

答  

広
域
行
政
組
合
に
加
盟

し
て
い
る
本
町
と
し
て
も
、

こ
の
方
針
で
進
み
、
撤
退
は

考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
新

た
に
市
道
を
造
る
と
は
、
後

問  

彦
根
愛
知
犬
上
地
域
の

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

は
、
大
量
焼
却
あ
り
き
の
本

質
が
現
れ
て
い
る
。
西
清
崎

の
様
々
な
立
地
上
の
深
刻
な

問
題
（
軟
弱
地
盤
、
彦
根
市

の
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
る
浸
水
想
定
区
域
、
土
砂

災
害
の
警
戒
区
域
、
自
然
環

境
と
信
仰
を
阻
害
）
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
根
本
的
に
見

直
し
、
撤
退
も
視
野
に
置
く

べ
き
で
は
。

問 �

彦
根
愛
知
犬
上
地
域
の
新
ご
み
処
理

　

 

施
設
整
備
事
業
は
見
直
し
を

答 

撤
退
は
考
え
て
い
な
い

か
ら
聞
き
、
負
担
も
伴
う
の

か
、
あ
や
ふ
や
な
状
態
で
あ

り
、
情
報
共
有
し
、
し
っ
か

り
と
責
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。

答  

基
本
的
に
無
症
状
者
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
ど
う
す
る
の

か
で
あ
る
の
に
、
今
、
ワ
ク

チ
ン
に
話
題
が
全
面
的
に
い

っ
て
い
る
状
況
だ
。
医
療
、

福
祉
施
設
の
職
員
等
を
対
象

の
社
会
的
検
査
は
、
滋
賀
県

で
は
進
ん
で
い
な
い
。
本
町

は
、
彦
根
保
健
所
に
要
望
し

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
の
検
査
を

行
っ
た
事
例
が
あ
る
が
、
制

度
で
カ
バ
ー
し
て
い
く
よ
う

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
声

を
大
に
し
て
初
心
に
返
っ
た

対
策
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

環境アセスメントにおける新ごみ処理施設の配置案のひとつ
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野
瀬
町
長
は
、
議
会
が
昨
年
12
月
か
ら
町
長
給
与
を
20
％
6
か
月
減
額
し
た
の
は
法

律
違
反
だ
か
ら
議
決
を
取
り
消
せ
と
、
滋
賀
県
知
事
に
審
査
請
求
を
し
ま
し
た
が
、
こ

の
程
・
滋
賀
県
知
事
か
ら
「
議
決
を
取
り
消
す
」
と
の
裁
定
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
聞
等
マ
ス
コ
ミ
で
は
、「
半
年
間
、
60
％
減
額
」
と
報
道
さ
れ
て
、
間
違
い
で
は
な

い
の
で
す
が
、
先
に
「
当
分
の
間
、
40
％
の
減
額
」
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
昨
年
の
3
月
議
会
に
お
い
て
、
町
長
は
、
こ
の
際
、
町
長
の
給
与
減
額
を

ゼ
ロ
に
す
る
と
の
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
否
決
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
は
「
前
の
選
挙
で
、
選
挙
違
反
行
為
、
選
挙
資
金
と
し
て
借
り
た
お
金
が
使
途

不
明
、
詐
取
し
た
寄
付
金
の
未
返
済
」
等
の
説
明
責
任
と
返
済
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
、
40
％
の
減
額
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
理
由
は
、
す
で
に
失
職
し
て
い
た
前
議
員
を
議
会
本
会
議
に
出
席
を
さ
せ
、

採
決
に
加
え
た
こ
と
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
1

億
8
千
5
百
万
円
も
の
赤
字
の
決
算
を
出
し
た
こ
と
。
こ
の
2
件
の
行
政
責
任
と
し
て

「
10
％
6
か
月
」
を
二
つ
の
「
20
％
6
か
月
」
と
し
て
給
与
減
額
を
議
決
し
た
の
で
す
。

そ
の
時
、町
長
は
自
ら「
10
％
3
か
月
」の
減
額
を
提
案
し
ま
し
た
が
、否
決
さ
れ
ま
し
た
。

建
部
　
孝
夫

編

集

後

記

こ
ん
に
ち
は
！

  

﹁
ゆ
ず
の
だ
い
ど
こ
﹂
で
す

他
の
日
に
は
加
工
品
づ
く
り

に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
商
品
は
、
道
の
駅
、Ｊ
Ａ

直
売
所
、
湖
東
三
山
あ
い

し
ょ
う
館
、
多
賀
名
鉄
レ
ス

ト
ラ
ン
、
ク
レ
フ
ィ
ー
ル
湖
東
、

千
成
亭
、
彦
根
み
や
げ
本

陣
等
で
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
運
営
も

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
徐
々
に
お
客
さ
ん
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
来
店
さ
れ
た
お
客
様
が
、

美
味
し
か
っ
た
と
言
っ
て
く

だ
さ
る
の
を
励
み
に
こ
れ
か

ら
も
地
元
の
人
た
ち
と
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
お
好
み
焼
き
、
焼
き
う

ど
ん
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
し

て
い
ま
す
の
で
、
町
内
の
皆

様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
我
々
は
、
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
ゆ
ず
園
を
地
区
の
役

に
立
た
せ
た
い
と
2
0
1
6

年
よ
り
ゆ
ず
を
使
っ
た
加
工

品
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

2
0
1
8
年
6
月
14
日
に

法
人
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
1
年
後
に
、
飲
食
も

で
き
る
「
ゆ
ず
の
だ
い
ど
こ
」

を
開
業
し
て
い
ま
す
。
料
理

は
ゆ
ず
を
使
用
し
、
現
在

は
金
曜
日
と
土
曜
日
の
営

業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

6月定例会の予定
～議会を傍聴してみませんか～

議会の傍聴は事前申し込み不要です。
ぜひ、お気軽にお越しください。
なお、都合により日程が変更になる場
合がございます。
詳しくは、議会事務局へお問い合わせ
ください。
電話38－5060

月　日 内　　容 時刻
6月１日（火）
４日（金）
７日（月）
９日（水）
11日（金）

9：00
9：00
9：00
9：00
9：00

全員協議会
開会・一般質問
一般質問（予備日）
委員会（予備日）
閉会

会期日程、議会会議録
などは、ホームページ
でも公開しています。

ゆずを使った定食


